
様式３

学校番号

令和 8

生徒による授業アンケート
学校生活アンケート

生徒による授業アンケート
学校生活アンケート

職員研修等での情報共有

職員アンケート

行事における来校者人数
本校訪問者アンケート

職員アンケート

職員アンケート
授業アンケート

行事等での活用実績

実績

閲覧数等実績

実績

１日２回のメールチェック

新転任者オリエンテーション・送別の会を計画し、各部と連携して実施する。

職員室の机・レターケース・ロッカー・靴箱等の配置を計画し、職員室や更衣室の整理整頓を
呼びかけ、環境整備に努める。

課の全ての業務において、前例にとらわれない「働き方改革」の精神を常に掲げ、「業務の仕
分け整理」「持続可能な取り組み」を率先して提案できるようにしていく。

SNSを活用した情報発信の活性化を図る。また、外部か
らの調査等へ適切な対応を行う

Instagramを用いて、中学生を対象とした情報発信を、週１回程度行う。ホームページについ
て、各行事等の報告等、記事の更新を行う。

ホームページについて、各行事等の報告等、記事の更新を行う。

県からの依頼による調査・統計を確実に行い、学校宛に届くメールのチェックを定期的に行
う。

企画広報課

ICT課

基礎学力の定着

各方面との連携・調整、各行事の充実

職員アンケート

会議等における議事録作成回数

職員アンケート

校務の円滑化 日々の時間割変更を各教科担当の協力のもとで確実に行い、円滑化を図る。

「授業時数の確保」については、各学年・各分掌と連携する。

実績

期末考査前に特別補講を実施し、基礎・基本を徹底させる。生徒全員に学習方法を身に付け
させ、家庭学習の徹底と基礎学力の向上を図る。また、計画・振りを行うことで、学力の向上と
自己管理を行う。

生徒の学力に応じて、学年および教科ごとに課題や考査の内容を工夫し、予習・授業・復習
の学習サイクルを習慣化させるとともに、ルーブリックを活用するなど多面的な評価を行う。

各会議の議事録作成・資料保存を通して、全職員の共通理解を図り、改善のための意見が
反映されるようにする。

全ての行事に関して、職員への振り返りアンケートや申し送りを行い、次年度への改善点を
明確にする。

本校の教育活動の積極的な発信

中学校訪問を計画し、在校生・卒業生の情報を細かく伝えると共に、志願者情報収集にあた
る。また、ICT課と協力してHPの充実に努め、常に新しい情報を更新できるようにする。

中学校や塾を対象とした進路相談会や学校説明会、オープンスクールの内容・運営方法を再
検討し、中学生に武蔵台高校の魅力や日常を理解してもらえるよう、効果的な広報活動を展
開する。

関係部署と連携しながら、本校の教育活動や生徒の様子を効果的に伝える広報媒体の作成
と活用を目指す。

職場環境の整備・向上

授業規律の確立と学習環境の改善

「５分前行動」「提出期限厳守」等を意識させることで、計画的に行動できる力を身に付けさせ
る。

「始業時の黙想」「挨拶」を徹底し、落ち着いて学習に取り組む姿勢を向上させる。

武蔵台Chの保守・管理・運用補助を行う。

Chromebookの保守・管理を確実に行う。

校務用ネットワーク・校務用パソコン・Chromebook等の
保守・管理の徹底

様々な業務が効率よくできるようDX化を図る。
生成AIの導入・ICTを活用した業務のDX化により、業務
の効率化を図る

ICTを活用した授業実践の共有化を図る。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、グループワークやペア学習を全授業で取り
入れ、生徒主体の学習活動を重視した授業を推進する。

各学年の出席皆勤者の数を、前年度以上を目標とする。

校務支援システムを用いて、効率的な成績処理を行う。

校内の情報機器・校務用パソコン・ネットワークの保守・管理を徹底する。

職員・生徒ともに生成AIが正しく活用できるよう導入・指導を行う。ICTを活用した授業実践の
共有化を図る。

各部・各学年との連携を密にし、入学式・卒業式等の学校行事に関する要項を作成し、行事
の円滑な運営をサポートする。

評価項目 生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

教務課

教務部

年度重点目標 具体的目標

一人一台端末を用いた個に応じた学習支援を通し
て、「丁寧な学習指導」「わかる授業」と、生徒の意欲
や成長につながる学習評価を実践し、「自ら学ぶ学
習者」を育成する

①「クラッシー」等の活用により、データに基づく生活習慣や学習状況の把握を行い、「好学プロジェクト」の推進により、自ら
学ぶ生徒の育成を目指す

③ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）との関連を位置づけた学習を展開し、自らが社会を形成する一員であるという意識
を生徒の中に育成する

生徒全員の第一志望進路実現

① ３年間を通した「系統的なキャリア教育」を確立し、早期の進路意識高揚を図る

③「クラッシー（含キャリアナビ）」「好学タイム」を活用し、学年ごとに弱点補強に取り組む

地域とつながる活動を推進し、規範意識の向上及び
道徳的実践力の育成

①講話や面談等を通して生徒理解や生徒との信頼関係を深め、相手を思いやる配慮ができ場に応じた適切な行動がとれる
生徒の育成を図る

③地域とつながる活動を推進し、自らが社会を形作る存在であるという自覚を促し、規範意識の向上を目指す

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 武蔵台 高等学校

＜成 果＞
・「常にチャレンジ精神」のスローガンのもと、学校行事を始め
資格取得、国際交流活動、探究活動など多様な方面で生徒
が活躍する体制や仕組み作りができた。
・授業改善に取り組み、生徒が主体的、協働的に学ぶことで
自らの学びを調整し自走することができるようになった。

＜課 題＞
・特に自転車通学における違反やトラブル、苦情が多く,また
事故も多発している。交通マナーやルールの遵守することが
必要。
・志願者数の減少

学校運営計画（４月）
評価

（総合）

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

 「真摯に粘り強く努力し、地域社会で活躍するグローカル人材を育成する学校」
丁寧な学習指導による「わかる授業」を実践し、生徒一人一人の可能性を伸ばすとともに、国際理解教育と地域歴史文化教育を柱としたユネスコスクールの活動を通して、グローバルな
視点を持ち、地域社会に貢献する人材を育成します。

① 向学心を持ち、主体的・積極的に進路を選択しようとする人
②本校の特色ある教育活動（学校行事、ユネスコスクール活動、部活動等）に主体的に取り組もうとする人
③学習と部活動の両立を実現していくことで人間的成長を目指そうとする人

①「丁寧な学習指導」「わかる授業」と、生徒の意欲や成長につながる学習評価による学習意欲の向上と学力の伸長
②系統的キャリア教育による自己実現力の養成
③ 探究的な学習による、問いを立てる力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力の育成

①将来にわたって学び続ける力や学び直す力の育成
②自らが社会を形づくる存在であるという自覚と、自己の役割を担っていこうとする姿勢の育成
③世界の多様性を理解し、他者と協働して課題解決に向けて取り組もうとする態度の育成

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

②ルーブリックの活用や形成的評価により、生徒が自身の資質・能力の変容を認知し、自分の成長を実感できる学習環境を
形成する

②「英検を中心とした資格取得」を奨励し、生徒の特長に応じた「多様な受験形態」に挑戦させ、第一志望合格につなげる

②講話や交通指導により交通ルールの周知・確認と交通マナーの向上を図り、違反・事故ゼロを目指す。

５７

1 / 3 ページ



生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

図書
研修部

生徒部

進路部

事後アンケート
部活動加入率調査

学校満足度調査（学校行事後実施）
部活動加入率調査

美化点検

ポートフォリオ
進路希望調査
学習時間調査
講演会等後のアンケート

ポートフォリオ
進路希望調査
学習時間調査
講演会等後のアンケート

ポートフォリオ
進路希望調査
学習時間調査
合格状況調査

ポートフォリオ
事後アンケート

実施要項等の周知

研修報告

PTA役員会における事業報告及び協議

職員研修会

授業アンケート

指導案検討会及び学年別学習会

図書館利用者数・貸出本数の推移調査

ユネスコ課

【ユネスコスクール活動】
地球規模の諸問題、人権及び民主主義、異文化、環
境、地域・歴史教育を柱に、国内外の学校との交流を通
して、情報や体験を分かち合うことを目指す

【総合的な探究の時間】
総探推進プロジェクトチームと連携し、ユネスコ課が蓄
積してきた総合的な探究の時間のノウハウを引継ぎ、本
校の総合的な探究の時間をより充実させる。

１学年では、自己と地域社会をテーマとして探究活動を行い、基礎的な探究技能の習得を目
指す。特にデータ収集、データ分析等の技能を高める。

２学年では、国際理解や持続可能な開発目標に関する探究活動を行い、主体的に問題解決
に取り組む姿勢を育成する。自らの興味関心を高めるような工夫や運営を意識する。

３学年では、自らの目標に関連した個人研究を行い、表現力を向上させ、３年間の学びを進
路実現に生かす。総合型選抜等への探究活動の活用を意識させる。

校外活動への積極的参加の支援

地域資源を活用し、リーダー研修等への参加を促す。

海外留学等の国際教育プログラムへの積極的参加を促す。

ボランティア活動への積極的参加を促す。

事後アンケート

実施要項等の周知

事後アンケート

研究授業や相互授業参観や教科別研修をとおして、各教科で授業力の向上を図り、３年間を
見通した系統的な指導内容や方法を計画する。

将来本県の教育を担う若い教員の資質向上のため、若年教員研修等の基本研修や教育実
習を充実させる。

図書館の広報活動に努め、読書推進の企画を行う。

生徒と保護者に奨学金についての情報を提供するために、事務担当者や進路部と連携す
る。

図書
研修課

効果的な職員研修会や若年教員研修等の基本研修の
企画・実施。人権教育では、各学年と連携して、生徒の
規範意識の向上と道徳的実践力の育成を目指す。

職員研修会をとおして、本校の実情と課題について共通理解を図り、チームとして取り組む環
境作りをする。

読書を通じた心豊かな生徒の育成

各部署と連携を密にし、生徒と保護者に有益な情報発
信を適時行う。

弘報「天拝」を年３回発行し、生徒やPTAの校内外での活動を発信する。

PTAや同窓会や地域との連携を密にし、関係行事の円滑な運営に協力する。

生徒による授業アンケートを実施し、授業改善につなげる。

各学年の人権担当者と入念な打ち合わせを行い、生徒の実態に即した人権教育を行う。

防災避難訓練を実施し、日頃から避難方法、避難経路を意識させる。

宿泊研修や行事前に「健康相談」を実施し、事故防止に努める。

保健委員会の活動として、保健だより及び掲示資料作成を合わせて10回以上行う。

校内美化とゴミの持ち帰りの推進し、公共を大切にする
心の育成

美化週間の実施を通して美化意識の向上を図る。（１・２学期実施）

職員の、清掃に対する意識向上を図るために、研修や広報の工夫をする。

進路指導課

＜１年＞
①幅広い教養を身に付けさせることにより適正に文理選
択をさせる
②振り返りの習慣を身に付けさせる

進路ガイダンス、学問探究、キャンパスツアーを通して、生徒の視野を広げ、適切な進路選択
を促す。

Classi，マナビジョンなどのオンラインコンテンツを活用し、生徒の自走を促す取り組みを充実
させる。学習記録の生徒へのフィードバックを研究し、指導に還元する。

好学タイムの充実を図る。日々の学習記録、イベント毎のポートフォリオをClassiに蓄積させる
ことで生活を振り返り、起床時間・勉強時間・就寝時間の三点固定を確立させる。

＜２年＞
①学問分野研究を行うことにより、志望校の絞り込みを
行わせる
②他分掌との連携を密にして学習記録・ポートフォリオを
蓄積し、自己の強みに目を向けさせる

それぞれの大学の特色や魅力に目を向けさせ、進路意識を醸成し、各学校へのオープン
キャンパス参加を促す。

模試の成績表の見方や、復習の重要性、志望校合格ラインと自分の模試結果の差を理解さ
せ、見通しを持って２年３学期（＝３年０学期）を迎えることができるようにする。

好学タイムの充実を図る。日々の学習記録、イベント毎のポートフォリオをClassiに蓄積させる
ことで生活や、自己の強みを考える機会を作り、進路実現に向けて「自走」できる生徒を育成
する。

＜３年＞
①個々の生徒に応じた進路・受験方式を提案し、進路希
望を達成させる（福岡大学　実数　１００名）
②自己表現力を身に付けさせる

進路検討会議を年３回実施し、個々の生徒に応じた適正な進路を提案する。希望進路・受験
方式に応じたガイダンス・指導を充実させ、生徒の進路希望の達成を支える。

年５回の模試の意識付けを徹底し、時間配分、計画的な対策学習、振り返りを充実させる。
夏期・冬期補習（希望制）の実施、３年放課後課外の工夫により、生徒の基礎学力の向上と
希望進路に応じた指導を充実させる。

日々の学習記録、イベント毎のポートフォリオをClassiに蓄積させることで生活の見直し、自己
分析をする機会を作り、進路を主体的に考え、行動に移す生徒を育成する。

避難訓練の実施及び事後アンケート

行事前健康相談・指導

保健だよりの作成

生徒指導課

学校生活全般を通して、生徒の規範意識を育む。

生徒会活動、部活動、学校行事を通じて生徒の気概と
自主性を醸成する。

学校行事運営を見直し、多くの生徒が関わることができる仕組みづくりを行う。

部活動部長会議または部活動生集会を定期的に考査最終日に行い、部活動同士の連携を
図る。

学校行事を中心として学年を越えた繋がりの強化を図る。

生徒指導課が管轄する業務の整理・改善を行い、各業
務の質を向上させる。

問題行動の対応手順、生徒指導課の行事担当の在り方を見直す

部活動部長会議または部活動生集会を定期的に考査最終日に行い、部活動同士の連携を
図る。

学校行事を中心として学年を越えた繋がりの強化を図る。

いじめアンケート
集会等での注意喚起

全校集会や学年集会、HR等を活用し、今年度改訂の生徒心得を生徒に周知徹底させる。

交通ルールの周知を行うとともに、本校での事故の発生要因を分析し、生徒に的確にフィード
バックする。

課題を抱える生徒との対話の機会を繰り返し、根気強く設ける。

保健環境課

教員と生徒との信頼関係を確立した支援

危機管理体制の充実

ユネスコ講演会により、多文化共生や持続的な社会づくりの視点を生徒に養う。

国内外の学校間連携を意識した事業を展開する。カンボジアオンラインスタディツアー等。

「服のチカラプロジェクト」「寺子屋プロジェクト」等の活動を継続して実施する。

生徒支援委員会を年２０回以上行う。

学年会・生徒指導課会と生徒支援委員会との情報交換・支援を行う。
SCの活用状況
保健室来室者状況
情報交換会

スクールカウンセラーを活用し、生徒の抱える問題の深刻化を防ぐ。
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

学校生活アンケート
ポートフォリオ

学校生活アンケート
ポートフォリオ

いじめアンケート

いじめアンケート

学校生活アンケート
ポートフォリオ

いじめアンケート

学校生活アンケート
ポートフォリオ

学習時間調査
ポートフォリオ

学校生活アンケート

第３学年

学習習慣の向上及び進路目標を貫く生徒の育成

毎日の学習記録を習慣化し、学習サイクルの向上を図る。受験生としての自覚を持たせ、家
庭学習の時間を平日３時間以上確保させる。

総合型選抜、公募推薦等、多様な入試方式に対応できる指導体制を作る。担任と教科担当
で連携し、より適切な進路目標を立てさせ、第一志望を貫くように指導する。

自分の強み・弱点を意識させ、能動的な学習ができるようにする。Classiやマナビジョンを活
用し、模試の事前、事後の学習を習慣化させる。

学校を引っ張るリーダーの育成及び学習に集中できる
環境作り

基本的生活習慣を徹底させ、学校を大切にする姿勢を養成する。出席皆勤者１５０名を目指
し、授業規律を維持することで学習に集中できる環境を作らせる。

部活動や学校行事を通して、リーダーを育成する。行事終了で完結ではなく、卒業まで最高
学年としての自覚を持たせ、下級生の見本となることを意識させる。

二者面談やホームルーム活動を活用し、個に応じた指導・支援を徹底する。学習面・生活面
での困りごとを早めに把握・サポートを行い、学年で情報共有する。

人権意識を持ち、自分と他者を大切にできる生徒の育
成
及び社会に目を向け、多様な他者と良好な関係を構築
できる生徒の育成

学校生活を通して、他者を敬う態度を育成し、いじめのない学校生活を目指す。あらゆる場面
で人権意識を高め、特にＳＮＳの使用法に注意させる。

生徒支援委員会、学年、部活動顧問と連携し、生徒情報の共有に努める。丁寧に話を聞き、
生徒が良好なコミュニケーションをとれるようにサポートする。

定期的に学年集会や学年終礼を実施し、集団への帰属意識を高めるとともに、幅広い内容
の話を聞かせることで社会的関心を高めさせる。

第２学年

課題意識を持った学習習慣の確立及び授業規律と授業
に臨む態度

進路に関する講話や模試・考査の振り返りを通して、自らの進路目標と現在地との差を実感
させ、学習の質・量の改善を促す。

自分を律し、自ら考えて行動できる生徒の育成

基本的生活習慣の指導を面談を通じて行い、遅刻・欠席が増加傾向にある生徒にはその背
景まで確認したうえで、安易な遅刻・欠席には学年で連携を取りながら指導していく。出席皆
勤100人以上、遅刻7日以上の半減

修学旅行を見据え、生徒の意識改善を促す重点目標を時期ごとに設定し、学年団で意識共
有しながらチームで指導にあたる。

各行事に積極的に参加させながら、自分が取るべき望ましい行動を考えさせる習慣をつけ
る。行事ごとに自らの行動がどうだったか振り返らせて次の行動改善に繋げる。

自分と他者、地域を大切にする生徒の育成及び生徒支
援体制の充実

学校生活を通して、他者を敬う態度を育成し、いじめのない学校生活を目指す。あらゆる場面
で人権意識を高め、特にＳＮＳの使用法に注意させる。

清掃活動や係・委員会活動をはじめ様々な場面で他者に助けられながら生活していることを
実感させ、教室の心理的安全性を高めるとともに、よりよい行動の好循環を生み出す。

生徒支援委員会や他学年、部活動顧問等と連携を取りながら生徒の情報共有に務め、生徒
の特性に合わせた指導を行う。

日々の授業の積み重ねに加え、課題研究や進路探究を適宜行いながら、生徒が自分の可能
性に気づき、「自分にベストな進路を発見する力」を身につけさせる。

教材教具の管理、課題の提出、授業に臨む姿勢等について徹底して指導していき、集中して
学習に取り組む態度を涵養する。

予習を中心とした学習課題を具体的な仕方を指導しながら提示し、日々の学習内容を明確に
する。３時間の家庭学習を目標とし、Classiを活用して把握し、適宜フィードバックを行う。

教職員と生徒で整える最善の学習環境づくり
学習における基礎基本を学びながら、「わかる」授業の実践を教職員が目指すとともに、生徒
の学習能力の向上と向上心を育む。

日々の学習内容や学習時間の振り返りを行うことで、更なる成長に向けた改善点を見つける
とともに、これからの「意欲溢れる学習環境づくり」に繋げていく。

自分から、もしくは模範となる存在を見習いながら、凡事徹底と規範意識を向上させる。

生徒の「学校満足度」「部活動満足度」90％以上達成を目指す。

文化祭や体育祭などの各種行事や委員会活動への積極的参加を呼びかけ、集団活動を通
して自分の長所や役割を発見・実行できる力を培う。

自分と他者を大切にする関係づくり

伝統ある学び舎や友への感謝を胸に、環境整備活動で実践・実感を促す。

学校生活のあらゆる場面を通じて、他者を敬う態度を育成し、「いじめを許さない環境づくり」
と「人のために何ができるか」の温かい心を育む。

文字でのやりとりにとどまらず、電話連絡や対面で対話をする大切さを心がけ、保護者との信
頼関係の構築と、連携・協力体制を重んじる。

第１学年
自発的に挑戦できる学年の雰囲気づくり
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